
 

 

 計画推進のために  

政策１３ 区民の主体的な区政参画と連携強化 

区民参画・協働の推進（Ｐ１３２） 

広聴機能の充実 

選挙の執行 

議会運営 

 

政策１４ 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進 

区政に関する情報提供の拡充（Ｐ１３４） 

窓口サービス等の充実（Ｐ１３６） 

事務の適正・公正な執行 

統計・調査の推進 

各種団体等との円滑な連携 

監査機能の充実 

事務の共同処理 

 

政策１５ 目標の設定と管理による行財政運営の戦略的推進 

戦略的な政策形成と行政改革の推進（Ｐ１３９） 

健全な財政運営（Ｐ１４２） 

税収の安定的な確保 

人材の活用と職員育成の充実（Ｐ１４４） 

情報システムの適正な整備と安全確保（Ｐ１４７） 

公共施設等の効率的な活用と適正な管理（Ｐ１４９） 

 

 

 
０   ００ 囲みは、重点施策             
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 政策13：区民の主体的な区政参画と連携強化 
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施策名 

「区民参画・協働の推進」 

   

 目的・方向性  

「幸福実感都市あらかわ」を実現するためのパートナーとして、区民、事業者、地域団体

等がそれぞれ対等の立場で、適切な役割分担の下、協働によるまちづくりを推進します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第１期） 

基本計画 

最終年度 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３８年度 

区政に関心があ

る区民の割合 
53.8％ 55.0％ 55.5％ 56.0％ 56.5％ 57.0％ 

地域の活動や行

事に参加してい

る人の割合（※１） 

36.8％ 38.0％ 39.0％ 40.0％ 41.0％ 45.0％ 

荒川コミュニテ

ィカレッジ修了

生（累計） 

226人 259人 301人 349人 405人 765人 

※１…世論調査の地域活動・行事への参加状況の内、「いつも参加している」と「時々参加している」の合計で算出。 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 町会･自治会への支援【再掲(P102)】 

実 施 方 針 

・ 町会・自治会への積極的な支援を行うことで、町会･自治会活動の活性

化を促し、地域力の向上を図ります。 

・ 町会･自治会が実施するイベント等の実施経費、町会･自治会の活動拠

点である町会会館の建設経費の一部を助成するなど、地域コミュニテ

ィの担い手である町会･自治会の活動力･組織力を更に高めるための支

援を充実していきます。 

・ また、将来、町会の担い手となる町会の実務担当者等を対象に、会計

事務や町会の加入促進、防犯・防火など、町会員のニーズや、その時々

の社会的課題に応じた研修会等を実施することにより、将来にわたり

持続可能な町会活動の基盤づくりをサポートします。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

町会･自治会イベント

助成件数 
200件 203件 205件 208件 210件 
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政策13：区民の主体的な区政参画と連携強化 
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町会会館建設･備品購

入等助成件数 
7件 7件 8件 9件 10件 

町会･自治会法人化数 64件 66件 68件 70件 72件 

 

事 業 名 荒川コミュニティカレッジ【再掲(P66)】 

実 施 方 針 

・ より良い地域社会を築く担い手として活躍するために必要な知識と技

術を身につける学びの場として開校した荒川コミュニティカレッジに

ついて、区民が地域への関心を深めるとともに、地域活動の担い手と

なれるよう、更なる学びの場を提供するとともに、主体的に地域活動

に取り組めるよう支援します。 

・ 修了生が地域活動に効果的に取り組んでいけるよう、適切なフォロー

アップを行っていきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

修了生数（累計） 226人 259人 301人 349人 405人 
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 政策14：積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進 
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施策名 

「区政に関する情報提供の拡充」 

  

 目的・方向性  

 区政への関心と理解を高め、区政への参画、協働の基盤づくりを促進するために、区民

がどのような情報を必要としているかを把握するとともに、誰にでも分かりやすい情報を

提供することで、必要な情報を必要な人に届けていきます。 
 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第１期） 

基本計画 

最終年度 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３８年度 

区政に関心があ

る区民の割合 
53.8％ 55.0％ 55.5％ 56.0％ 56.5％ 57.0％ 

ホームページ訪

問回数（月平均） 
278,200回 289,300回 298,000回 304,000回 319,200回 384,800回 

フェイスブック

の「いいね」数（累

計） 

600 900 1200 1500 1800 3600 

ツイッターのフ

ォロワー数（累

計） 

5,000 5,800 6,600 7,400 8,200 13,000 

広報実務担当者

等研修の参加者

数（累計） 

240人 480人 720人 960人 1,200人 2,640人 

区報アプリダウ

ンロード数（累

計） 

820 1,320 1,820 2,320 2,820 5,820 

防災アプリダウ

ンロード数（累

計） 

3,700 4,200 4,700 5,200 5,700 8,700 
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政策14：積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進 
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 重点事業（計画事業） 

事 業 名 ホームページ・ＳＮＳによる情報発信 

実 施 方 針 

・ 開かれた区政の実現に向け、より広い範囲の広報・広聴活動を行う。 

・ 親しみやすく開かれた区政の実現に向け、ソーシャルネットワーキン

グサービス（ツイッター・フェイスブック等）、メール配信システムを

活用したより広い範囲の広報活動を行う。 

・ 各所管における事業等の情報を、より分かり易く区民に対して発信す

るため、広報実務担当者（区職員）のスキルアップを図ります。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

ホームページの更新

回数 
7,500回 7,600回 7,700回 7,800回 8,800回 

ツイッターの投稿回

数 
850回 1,080回 1,140回 1,190回 1,250回 

フェイスブックの投

稿回数 
370回 420回 480回 540回 600回 

広報実務担当者等研

修の実施 
実施 実施 実施 実施 実施 

 

事 業 名 様々な広報手段、広報媒体の活用 

実 施 方 針 

・ 様々な広報手段・方法を組み合わせて、区民が必要とする情報を適時

適切に提供できるよう取り組んでいきます。 

・ 各種広報媒体について、その特性を生かし、より分かりやすく、関心

を持ち続けてもらえるような広報を推進します。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

広報紙の充実 実施 実施 実施 実施 実施 

映像広報の充実 実施 実施 実施 実施 実施 

 

事 業 名 情報公開制度の適正な運用 

実 施 方 針 

・ 区民が情報の公開を請求する権利を保障するとともに、電子媒体によ

る交付を拡大するなど、区民への説明責任を果たすためのサービス向

上に努めていきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

適正な運用 推進 推進 推進 推進 推進 

電子媒体の活用 推進 推進 推進 推進 推進 
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 政策14：積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進 
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施策名 

「窓口サービス等の充実」 

  

 目的・方向性  

区民の利便性向上を図るとともに、職員の資質向上、事務の効率化を進め、更なる窓口

サービス等の向上を目指します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第１期） 

基本計画 

最終年度 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３８年度 

マイナンバーカ

ード発行枚数（累

計） 

25,000枚 55,000枚 85,000枚 115,000枚 145,000枚 150,000枚 

証明書自動交付

サービス利用度

（住民票、印鑑登

録証明書発行％） 

27.2％ 30％ 33％ 36％ 39％ 50％ 

職員に対する感

謝の声の件数（区

長への手紙等） 

100件 110件 120件 130件 140件 200件 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 マイナンバーカードの普及促進及び活用 

実 施 方 針 

・ コンビニ等での証明書の発行、各種行政手続きのオンライン申請等、

区市町村や国等が提供する様々なサービスを利用することができるマ

イナンバーカードの普及を促進します。 

・ マイナンバーを活用し、区の各種申請等における区民の利便性向上や、

庁内事務の効率化を図ります。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

マイナンバーに関す

る円滑な区民対応 

・ 交付専用窓

口の設置 

・ コールセン

ターの設置 

実施 実施 実施 実施 

区報及びＨＰを活用

したＰＲ 
推進 推進 推進 推進 推進 

マイナンバーを活用

した業務改善 
検討 実施・検討 実施・検討 実施・検討 実施・検討 
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事 業 名 便利な税金の納付方法の積極的な周知 

実 施 方 針 
・ 税金の納付手続きについて、ホームページ、お知らせを使用して、便

利な納付方法に関する情報を積極的に提供していきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

通知送付時のお知ら

せの封入 
実施 実施 実施 実施 実施 

ホームページによる

情報提供 
実施 実施 実施 実施 実施 

 

事 業 名 区民事務所の運営・管理 

実 施 方 針 

・ 地域に身近な行政窓口として、利用頻度の高い住民票や印鑑証明等の

発行などの業務を円滑に行います。 

・ 社会情勢の変化による取扱い事務の拡充に順応し、区民の要望に応え

るようサービスの向上に努めます。 

・ 各地区町会連合会及び各地区委員会の活動拠点として、活動の支援を

行います。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

区民事務所における

取扱件数 
160千件 161千件 162千件 163千件 164千件 

区民事務所利用度（住

民票発行％） 
38.0％ 38.5％ 39.0％ 39.5％ 40.0％ 
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 政策14：積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進 
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事 業 名 計画的かつ体系的な職員育成【再掲(P145)】 

実 施 方 針 

・ 区民を幸せにするシステムの担い手としての役割を的確に果たすこと

ができるよう、全ての職員のキャリア形成を支援し、計画的かつ体系

的な育成を図る。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

ジョブローテーショ

ンの実施 
実施 実施 実施 実施 実施 

次世代リーダー育成

プログラムの実施 
実施 実施 実施 実施 実施 

職層研修の実施 充実 充実 充実 充実 充実 

キャリアデザイン研

修の実施 
充実 充実 実施 実施 実施 

職務関連の資格取得

促進 
充実 実施 実施 実施 実施 

 

事 業 名 荒川区職員ビジネスカレッジ等の充実【再掲(P145)】 

実 施 方 針 

・ 荒川区職員ビジネスカレッジの更なる充実を図り、自らを高めること

ができる取組を推進するとともに、時代の変化に対応できる新たな能

力や高度な知識を習得する学び直しの機会を設け、区職員としての見

識を広げ、施策の更なる充実に資する。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

荒川区職員ビジネス

カレッジ 
実施 実施 実施 実施 実施 

荒川区職員ビジネス

カレッジの延べ受講

者数 

1,700人 1,800人 1,900人 2,000人 2,000人 

学び直し研究所 開講 充実 充実 充実 充実 
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政策15：積極目標の設定と管理による行財政運営の戦略的推進 
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施策名 

「戦略的な政策形成と行政改革の推進」 

   

 目的・方向性  

戦略的・計画的な政策形成を図るとともに、効率的・効果的な区政運営を推進すること

により、一層の区民サービスの向上や施策の充実を図ります。 

区民へ事務事業等を分かりやすく説明し、区政への参画意識を高めるとともに、成果重

視やコスト意識の醸成など、引き続き職員の意識改革を進めます。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第１期） 

基本計画 

最終年度 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３８年度 

区政に関心があ

る区民の割合 
53.8％ 55.0％ 55.5％ 56.0％ 56.5％ 57.0％ 

行革の取組項目

数（※１） 
180 185 190 195 200 230 

※１…「あらかわ区政経営戦略プラン」に基づく取組数。 

 

重点事業（計画事業） 

事 業 名 行政評価の推進 

実 施 方 針 

・ 新公会計制度と「行政評価」とを連携することで、より精緻な財務情

報に基づいた分析、評価を実現し、区民に対して、事務事業等をより

分かりやすく説明していくとともに、これまで以上に職員の自発的な

改善意識を醸成していきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

新公会計制度に基づ

いた決算分析公表 
検討 実施 充実 実施 実施 

施設分析シートの活

用 
検討 実施 実施 実施 実施 

改善事業の提案件数 9件 50件 50件 50件 50件 

新規充実事業件数 111件 100件 100件 100件 100件 
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事 業 名 施設の管理運営の効率化・適正化 

実 施 方 針 

・ 増加する保育等の需要に対応するため、民設民営施設の誘致など民間

活力の積極的な活用を図っていきます。 

・ 指定管理制度を適正かつ効果的に運用するため、継続的にあり方や運

用方法を見直していきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

民設民営保育園施設

数 
19か所 24か所 26か所 27か所 28か所 

障害者民間グループ

ホーム数 
21か所 22か所 23か所 24か所 25か所 

指定管理制度の運用 
運用方法の

見直し 

新たな運用方法 

の実施・検証 
検討・実施 検討・実施 検討・実施 
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事 業 名 公共施設の順次建替え・更新 

実 施 方 針 

・ 施設の新設・建替え用地等の確保が難しい地域特性や、仮説施設を建設

することによる利用者や財政への負担等を考慮し、個別施設のみなら

ず、周辺の公共施設も含めた一体的な順次建替え・更新等の実施を検討

していきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

日暮里地域における公共施設の順次建替え 

整備場所 

（旧施設） 
新施設  

旧東日暮里

二丁目ひろ

ば館跡地 

新・障がい

者グルー

プホーム 

運営事業者選

定 

・設計 

・法人による建

設工事 

・建設工事 

・グループホ

ーム開設 

・運営 

運営 運営 

ピアホー

ム・西日暮里

職員寮 
新・保育園 

運営終了 

・解体工事 

・運営事業者選

定、設計 ・法人による

建設工事 

保育園開設 

運営 
運営 

西日暮里二

丁目北児童

遊園 

運営 
・運営終了 

・児童遊園除却 

東日暮里保

育園 

（仮称）日

暮里ふれ

あい館 

運営 
・運営 

・設計 

・運営終了 

・設計 

・解体工事 

・建設工事 
建設工事 

宮前公園周辺地域における公共施設の順次建替え 

整備場所 

（旧施設） 
新施設  

宮前公園 

新・保育園 設計 建設工事 

・保育園開設 

・運営（小台

橋保育園が

一時利用） 

運営（小台橋保

育園が一時利

用） 

運営  

(小台橋保育

園が戻った

後、西尾久保

育園移転) 

新・図書館 設計 設計 
・設計 

・建設工事 
建設工事 

・図書館開館 

・運営 

小台橋保育

園（旧小台橋

小） 

新・保育園 運営 運営終了 解体工事 
法人による建

設工事 

・保育園開設 

・運営 

西尾久保育

園 
未定 運営 運営 運営 運営終了 － 

尾久図書館 

（改修後、

旧小台橋

小利用団

体が使用）
（※１） 

運営 運営 運営 運営終了 
・改修工事 

・団体利用開始 

※１…旧小台橋小学校利用団体（福祉作業所、多文化共生センター）については、尾久図書館に移転するまでの間、荒川図書館・旧

教育センターを一時利用する予定。 
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施策名 

「健全な財政運営」 

  

 目的・方向性  

安定した区政運営を行うためには、健全な財政運営が欠かせません。そのために、中長

期的財政状況を見据えた、起債や基金の適切な管理、財政構造の弾力性を測る指標である

「経常収支比率」の適正な水準を維持します。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第１期） 

基本計画 

最終年度 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３８年度 

実質公債費比率 18％未満 18％未満 18％未満 18％未満 18％未満 18％未満 

経常収支比率 85％程度 85％程度 85％程度 85％程度 85％程度 85％程度 

 

重点事業（計画事業） 

事 業 名 新公会計制度の活用 

実 施 方 針 

・ 新公会計制度の導入で手に入る詳細な財務情報について、施設の管

理・運営等に係るフルコストの把握や行政評価をとおした業務改善等、

効果的に活用する方法を検討し、財政状況の改善に繋げていきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

行政評価における 

活用 
検討 実施 充実 実施 実施 

新公会計制度に基づ

いた決算分析公表 
検討 実施 実施 実施 実施 

新公会計制度に関す

る研修への参加人数

（延べ） 

767人 917人 1,067人 1,137人 1,207人 
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事 業 名 財源の確保 

実 施 方 針 

・ 中長期的な財政見通しを踏まえ、起債や基金を計画的に活用しながら

適正な運用を図っていきます。 

・ 更なる徴収率向上による区税収入の安定的な確保や国庫補助金の活用
に加え、自販機の設置等様々な方法を駆使した財源の確保に努めます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

基金の活用 実施 実施 実施 実施 実施 

休日納税相談窓口の

開設 
実施 実施 実施 実施 実施 

口座振替による納税

の推進 
実施 実施 実施 実施 実施 

納付案内センターに

よる電話催告 
実施 実施 実施 実施 実施 

その他の主な自主財

源（額） 

130,764 

千円 

136,809 

千円 

138,200 

千円 

138,200 

千円 

139,600 

千円 
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施策名 

「人材の活用と職員育成の充実」 

  

 目的・方向性  

職員一人一人が、区民を幸せにするシステムの担い手として、高い専門性と知識を有し、

持てる力を存分に発揮できる環境を整備することにより、区民の信頼と期待に的確に応え、

より質の高い区民サービスの提供を図ります。 

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第１期） 

基本計画 

最終年度 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３８年度 

行政評価制度に

おける新規・充

実・改善事業提案

件数 

220件 230件 240件 250件 250件 250件 

職員に対する感

謝の声の件数（区

長への手紙等） 

100件 110件 120件 130件 140件 200件 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 多様な人材の活用 

実 施 方 針 

・ 高度化・複雑化する区民ニーズに的確に応え、質の高い区民サービス

を提供するため、コア・コンピタンス（得意分野）を持つ有為な人材

を確保し、その活用を図ります。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

経験者採用の実施 実施 実施 実施 実施 実施 

任期付職員の活用 実施 活用拡大 実施 実施 実施 

再任用職員の活用促

進 
実施 充実 充実 充実 充実 
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事 業 名 目標管理型人事制度の推進 

実 施 方 針 

・ 職員一人一人が、高いモチベーションを維持しつつ、組織目標の実現

に向けた職務目標を着実に達成できるよう、目標管理型人事制度によ

る成果主義の更なる徹底を図る。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

人事考課制度の活用 実施 充実 実施 実施 実施 

評価者研修の実施 充実 実施 実施 実施 実施 

 

事 業 名 計画的かつ体系的な職員育成 

実 施 方 針 

・ 区民を幸せにするシステムの担い手としての役割を的確に果たすこと

ができるよう、全ての職員のキャリア形成を支援し、計画的かつ体系

的な育成を図る。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

ジョブローテーショ

ンの実施 
実施 実施 実施 実施 実施 

次世代リーダー育成

プログラムの実施 
実施 実施 実施 実施 実施 

職層研修の実施 充実 充実 充実 充実 充実 

キャリアデザイン研

修の実施 
充実 充実 実施 実施 実施 

職務関連の資格取得

促進 
充実 実施 実施 実施 実施 

 

事 業 名 荒川区職員ビジネスカレッジ等の充実 

実 施 方 針 

・ 荒川区職員ビジネスカレッジの更なる充実を図り、自らを高めること

ができる取組を推進するとともに、時代の変化に対応できる新たな能

力や高度な知識を習得する学び直しの機会を設け、区職員としての見

識を広げ、施策の更なる充実に資する。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

荒川区職員ビジネス

カレッジ 
実施 実施 実施 実施 実施 

荒川区職員ビジネス

カレッジの延べ受講

者数 

1,700人 1,800人 1,900人 2,000人 2,100人 

学び直し研究所 開講 充実 充実 充実 充実 
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事 業 名 職員の健康管理の推進及び仕事と家庭の両立支援 

実 施 方 針 
・ 職員が仕事で高いパフォーマンスを発揮できるよう、その土台となる

心身の健康管理の充実を図るとともに、職員のライフイベントに応じ

た切れ目のないキャリア支援を行い、仕事と家庭の両立を支援する。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

メンタルヘルス対策

の実施 
充実 実施 実施 実施 実施 

特定保健指導対象者

の縮減 
135人 130人 125人 120人 115人 

業務の効率化に向け
た啓発 

検討 実施 実施 実施 実施 

育児・介護支援に向け
た情報提供 

実施 充実 充実 充実 充実 
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施策名 

「情報システムの適正な整備と安全確保」 

 

 目的・方向性  

区の業務をサポートする業務系システムと事務をサポートする情報系システムについて、

適正な整備と適切な情報セキュリティ対策を行うことで業務継続性と安全性を確保すると

ともに、グループウェアやファイルサーバ等共有ツールの活用や各システムの連携などに

より効率的な運用がなされるよう、事務環境の向上を図ります。  

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第１期） 

基本計画 

最終年度 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３８年度 

システム障害件

数 
0件 0件 0件 0件 0件 0件 

外部からの不正

アクセス、ウィル

ス等による障害

件数 

0件 0件 0件 0件 0件 0件 

 

 重点事業（計画事業） 

事 業 名 情報システムの適正な整備 

実 施 方 針 

・ 新しい「今後の情報システムに関する取組方針」を策定し、情報シス

テム全体の最適化を進めていきます。 

・ 情報システムについての評価を行い、安定稼働・安定運用を進めます。 

・ マイナンバー制度の本格的運用に向けて、必要なシステム対応を行い、

これまで進めてきた情報セキュリティ対策を、より強化・拡充してい

きます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

新しい取組方針の策

定 
検討 検討・策定 運用 運用 運用 

情報システムの評

価・効率的運用 
評価・運用 評価・運用 評価・運用 評価・運用 評価・運用 
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事 業 名 情報システムの業務継続性と安全性の確保 

実 施 方 針 

・ 最新の脅威及びそれに対するセキュリティ対策情報の収集を行い、情

報セキュリティポリシーの更新を行います。 

・ サイバー攻撃に対応したＩＣＴ－ＢＣＰ（情報システム部門の業務継

続計画）の改定や、情報セキュリティに関する統一的な窓口（ＣＳＩ

ＲＴ）を設置するなど、情報セキュリティ対策を強化・拡充していき

ます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

情報セキュリティポ

リシーの更新 
― 更新 運用 運用 運用 

職員を対象とした情

報セキュリティに関

する e-ラーニングの

実施 

実施 実施 実施 実施 実施 

サイバー攻撃に対応

したＩＣＴ－ＢＣＰ

の改定 

― 改定 運用 運用 運用 

ＣＳＩＲＴの設置 ― 設置 運用 運用 運用 
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施策名 

「公共施設等の効率的な活用と適正な管理」 

 

 目的・方向性  

限られた財源を有効に活用し、必要な公共サービスを安全に提供していくため、区民ニ

ーズを踏まえた更新・再配置の実施に加え、ライフサイクルコスト（建設、維持管理・運

営等経費）の面からも適切な運営を図っていきます。 

また、管理に当たっては、計画的な予防保全を実施することで、公共施設等の長寿命化

を図ります。  

 

 成果指標  

指標 

本年度 

（見込み） 
実施計画（第１期） 

基本計画 

最終年度 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３８年度 

公共施設の延床

面積 
45万㎡    45万㎡ 45万㎡ 

インフラ（区道）

の面積 
123万㎡    123万㎡ 123万㎡ 

 

 

重点事業（計画事業） 

事 業 名 公共施設等の適正な管理 

実 施 方 針 
・ 「公共施設等総合管理計画」に基づき、計画的かつ効率的な公共施設等

の活用と適正な管理に取り組みます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

予防保全の計画的な

実施 
実施 実施 実施 実施 実施 

施設分析シート（行政

評価）の活用 
検討 実施 実施 実施 実施 

 

  

おおむね現状維持を目標 

おおむね現状維持を目標 
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 政策15：積極目標の設定と管理による行財政運営の戦略的推進 
 

 

Ⅰ
生
涯
健
康
都
市 

Ⅱ
子
育
て
教
育
都
市 

Ⅲ
産
業
革
新
都
市 

Ⅳ
環
境
先
進
都
市 

Ⅴ
文
化
創
造
都
市 

Ⅵ
安
全
安
心
都
市 

Ⅶ
計
画
推
進 

 

事 業 名 公共施設の順次建替え・更新【再掲(P141)】 

実 施 方 針 

・ 施設の新設・建替え用地等の確保が難しい地域特性や、仮説施設を建設

することによる利用者や財政への負担等を考慮し、個別施設のみなら

ず、周辺の公共施設も含めた一体的な順次建替え・更新等の実施を検討

していきます。 

実 績 目 標 
本年度 

（見込み） 
２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

日暮里地域における公共施設の順次建替え 

整備場所 

（旧施設） 
新施設  

旧東日暮里

二丁目ひろ

ば館跡地 

新・障がい

者グルー

プホーム 

運営事業者選

定 

・設計 

・法人による建

設工事 

・建設工事 

・グループホ

ーム開設 

・運営 

運営 運営 

ピアホー

ム・西日暮里

職員寮 
新・保育園 

運営終了 

・解体工事 

・運営事業者選

定、設計 ・法人による

建設工事 

保育園開設 

運営 
運営 

西日暮里二

丁目北児童

遊園 

運営 
・運営終了 

・児童遊園除却 

東日暮里保

育園 

（仮称）日

暮里ふれ

あい館 

運営 
・運営 

・設計 

・運営終了 

・設計 

・解体工事 

・建設工事 
建設工事 

宮前公園周辺地域における公共施設の順次建替え 

整備場所 

（旧施設） 
新施設  

宮前公園 

新・保育園 設計 建設工事 

・保育園開設 

・運営（小台

橋保育園が

一時利用） 

運営（小台橋保

育園が一時利

用） 

運営  

(小台橋保育

園が戻った

後、西尾久保

育園移転) 

新・図書館 設計 設計 
・設計 

・建設工事 
建設工事 

・図書館開館 

・運営 

小台橋保育

園（旧小台橋

小） 

新・保育園 運営 運営終了 解体工事 
法人による建

設工事 

・保育園開設 

・運営 

西尾久保育

園 
未定 運営 運営 運営 運営終了 － 

尾久図書館 

（改修後、

旧小台橋

小利用団

体が使用）
（※１） 

運営 運営 運営 運営終了 
・改修工事 

・団体利用開始 

※１…旧小台橋小学校利用団体（福祉作業所、多文化共生センター）については、尾久図書館に移転するまでの間、荒川図書館・旧

教育センターを一時利用する予定。 
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